
(57)【要約】

【課題】仕上がりの見栄えを向上できるとともに、施工

性に優れるタイル仕上面の電気機器取付構造を提供する

。

【解決手段】定形で矩形状のタイルが縦横に並んで取付

けられるタイル下地面に直接固着される基台と、この基

台の前面を覆うとともに基台に固着される取付け台と、

この取付け台に固定される電気機器とを具え、前記基台

は、タイル下地面から延出して電気機器に接続される導

線を挿通するとともに、導線の通過位置を調整しうる充

分な大きさに形成された配線開口を有し、かつ上下の寸

法が前記タイルの上下寸法の整数倍の大きさに形成され

たことを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 定 形 で 矩 形 状 の タ イ ル が 縦 横 に 並 ん で 取 付 け ら れ る タ イ ル 下 地 面 に 直 接 固 着 さ れ る 基 台
と 、 こ の 基 台 の 前 面 を 覆 う と と も に 基 台 に 固 着 さ れ る 取 付 け 台 と 、 こ の 取 付 け 台 に 固 定 さ
れ る 電 気 機 器 と を 具 え 、
　 前 記 基 台 は 、 タ イ ル 下 地 面 か ら 延 出 し て 電 気 機 器 に 接 続 さ れ る 導 線 を 挿 通 す る と と も に
、 導 線 の 通 過 位 置 を 調 整 し う る 充 分 な 大 き さ に 形 成 さ れ た 配 線 開 口 を 有 し 、 か つ 上 下 の 寸
法 が 前 記 タ イ ル の 上 下 寸 法 の 整 数 倍 の 大 き さ に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る タ イ ル 仕 上 面
の 電 気 機 器 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 台 は 、 タ イ ル 下 地 に 向 く 背 面 の 周 縁 部 と タ イ ル 下 地 と の 間 に 第 １ の 水 密 材 を 介 装
す る と と も に 、 配 線 開 口 の 周 縁 部 と 取 付 け 台 と の 間 に 第 ２ の 水 密 材 を 介 装 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の タ イ ル 仕 上 面 の 電 気 機 器 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 台 は 、 タ イ ル 厚 さ と 略 同 厚 さ に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載
の タ イ ル 仕 上 面 の 電 気 機 器 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の 水 密 材 は 、 タ イ ル 厚 さ と 基 台 の 厚 さ の 差 に よ っ て 生 じ る 、 基 台 と タ イ
ル 下 地 と の 隙 間 、 及 び 基 台 と 取 付 け 台 と の 隙 間 を 封 止 し う る 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の タ イ ル 仕 上 面 の 電 気 機 器 取 付 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 玄 関 廻 り な ど 外 壁 の タ イ ル 仕 上 げ 面 に 、 簡 単 迅 速 な 施 工 に よ り 電 気 機 器 類 を
見 栄 え 良 く 取 付 け で き る タ イ ル 仕 上 面 の 電 気 機 器 取 付 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 タ イ ル 仕 上 げ さ れ た 玄 関 付 近 な ど の 外 壁 面 に 、 照 明 器 具 、 イ ン タ ー ホ ン 、 監 視 カ メ ラ な
ど の 電 気 機 器 類 を 取 り 付 け る 場 合 が 多 く あ る 。 し か も 特 に 玄 関 廻 り は 、 人 目 に 付 き 易 い こ
と か ら 、 外 観 を 損 な わ な い よ う に こ れ ら の 電 気 機 器 類 を 取 り 付 け る こ と が 重 要 で あ る 。 し
か し な が ら 、 電 気 機 器 類 に 向 け て の び る 導 線 の 配 線 工 程 と 、 タ イ ル 仕 上 げ 工 程 と 、 電 気 機
器 類 の 取 付 け 工 程 と は 、 職 種 が 異 な る こ と か ら 時 期 が ず れ て 施 工 さ れ る 。 そ し て 施 工 現 場
に お い て 、 各 工 程 間 の 連 係 を 図 る こ と は 困 難 な 状 況 か ら 、 一 般 に は 先 ず 配 線 工 程 に よ っ て
導 線 を タ イ ル 下 地 か ら 延 出 さ せ て お き 、 次 に タ イ ル 仕 上 げ 工 程 に お い て 、 こ の 導 線 を 避 け
て 全 面 の タ イ ル 貼 り 作 業 を 完 了 し 、 更 に 電 気 機 器 類 の 取 付 け 工 程 に お い て 機 器 取 り 付 け に
必 要 な 領 域 の タ イ ル を 切 断 す る と 共 に こ れ を 剥 が し て 、 そ の 部 分 に 電 気 機 器 を 固 着 す る 手
順 に よ っ て 工 事 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 連 続 仕 上 げ さ れ た タ イ ル を 部 分 的 に 剥 が す な ど 手 間 の か か る 作 業 が 必 要 と な る
た め 、 施 工 性 が 悪 い と と も に 工 期 が 長 引 く と い う 問 題 が あ る 。 し か も 、 壁 下 地 か ら 延 出 し
た 導 線 の 位 置 に 合 わ せ て 電 気 機 器 類 を 配 置 す る こ と か ら 、 複 数 枚 の タ イ ル を 複 雑 な 形 状 に
切 断 剥 離 す る 作 業 が 要 求 さ れ 、 施 工 に 一 層 手 間 が か か る と と も に 見 栄 え を 低 下 さ せ る と い
う 問 題 を 抱 え て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 出 願 人 は 、 タ イ ル の 目 地 部 分 に 専 用 の 取 付 金 具 を 取 付 け 、 こ の 金 具 に よ っ て 電
気 機 器 類 を 固 着 す る 装 置 を 提 案 し た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ４ ３ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 装 置 を 使 用 す る と 、 連 続 し て 仕 上 げ さ れ た タ イ ル を 剥 が す こ と な く 電 気 機 器 類 を 取
り 付 け る こ と が で き る た め 、 施 工 性 に 優 れ る と 共 に 外 観 を 維 持 す る こ と が で き る 。 し か し
な が ら 、 細 長 い 目 地 部 分 に 固 定 さ れ た 取 付 金 具 は 、 そ の 支 持 強 度 が 必 ず し も 安 定 し た も の
で は な く 、 更 な る 改 善 が 要 望 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 タ イ ル 下 地 面 に 直 接 固 着 さ れ る 基 台 と 、 こ の 基 台 の 前 面 を 覆 っ て 基 台 に 固 着
さ れ る 取 付 け 台 を 用 い る こ と を 基 本 と し 、 仕 上 が り の 見 栄 え を 向 上 で き る と と も に 、 施 工
性 に 優 れ る タ イ ル 仕 上 面 の 電 気 機 器 取 付 構 造 の 提 供 を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 定 形 で 矩 形 状 の タ イ ル が 縦 横 に
並 ん で 取 付 け ら れ る タ イ ル 下 地 面 に 直 接 固 着 さ れ る 基 台 と 、 こ の 基 台 の 前 面 を 覆 う と と も
に 基 台 に 固 着 さ れ る 取 付 け 台 と 、 こ の 取 付 け 台 に 固 定 さ れ る 電 気 機 器 と を 具 え 、 前 記 基 台
は 、 タ イ ル 下 地 面 か ら 延 出 し て 電 気 機 器 に 接 続 さ れ る 導 線 を 挿 通 す る と と も に 、 導 線 の 通
過 位 置 を 調 整 し う る 充 分 な 大 き さ に 形 成 さ れ た 配 線 開 口 を 有 し 、 か つ 上 下 の 寸 法 が 前 記 タ
イ ル の 上 下 寸 法 の 整 数 倍 の 大 き さ に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 基 台 は 、 タ イ ル 下 地 に 向 く 背 面 の 周 縁 部 と タ イ ル 下 地 と
の 間 に 第 １ の 水 密 材 を 介 装 す る と と も に 、 配 線 開 口 の 周 縁 部 と 取 付 け 台 と の 間 に 第 ２ の 水
密 材 を 介 装 し 、 ま た 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に お い て は 、 前 記 基 台 は 、 タ イ ル 厚 さ と 略 同 厚 さ
に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の 水 密 材 は 、 タ イ ル 厚 さ と 基 台 の 厚 さ の 差 に
よ っ て 生 じ る 、 基 台 と タ イ ル 下 地 と の 隙 間 、 及 び 基 台 と 取 付 け 台 と の 隙 間 を 封 止 し う る 厚
さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に お い て は 、 タ イ ル 下 地 面 に 直 接 固 着 さ れ る 基 台 の 上 下 寸 法 が 、 タ
イ ル の 上 下 寸 法 の 整 数 倍 の 大 き さ に 形 成 さ れ る と と も に 、 基 台 は 導 線 の 通 過 位 置 を 調 整 し
う る 充 分 な 大 き さ の 配 線 開 口 を 有 す る こ と か ら 、 少 な く と も 上 下 方 向 に 関 し て は 、 基 台 の
取 付 け 位 置 を タ イ ル の 目 地 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 タ イ ル を 上 下 方 向 の 中
間 で 切 断 し て 、 割 り 付 け る 必 要 が 無 く 、 仕 上 が り の 見 栄 え を 向 上 で き る と と も に 、 施 工 性
に 優 れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 タ イ ル 仕 上 げ の 一 部 を 除 去 し た 領 域 に 配 置 さ れ た 基 台 は 取 付 け 台 に 覆 わ れ る こ と か ら 、
基 台 と タ イ ル の 間 の 隙 間 が 隠 れ る た め 、 外 観 が 向 上 す る と と も に 、 そ の 隙 間 に 雨 水 が 直 接
降 り か か る こ と を 防 止 で き る た め 、 壁 内 部 へ の 雨 水 の 浸 入 を 防 止 し う る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の よ う に 、 基 台 の タ イ ル 下 地 に 向 く 背 面 の 周 縁 部 と タ イ ル 下 地 と の
間 に 第 １ の 水 密 材 を 、 ま た 配 線 開 口 の 周 縁 部 と 取 付 け 台 と の 間 に 第 ２ の 水 密 材 を 、 各 々 介
装 す る と 、 基 台 の 配 線 開 口 内 部 の 空 間 が 密 封 さ れ る た め 、 タ イ ル 下 地 面 に 形 成 さ れ た 導 線
挿 通 用 の 配 線 孔 か ら 、 雨 水 が 壁 内 部 へ 浸 入 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の よ う に 、 前 記 基 台 を タ イ ル 厚 さ と 略 同 厚 さ に 形 成 す る と 、 こ の 基
台 を 覆 っ て 固 着 さ れ る 取 付 け 台 が 、 タ イ ル の 表 面 に 載 置 し た 状 態 で 取 付 け ら れ る た め 、 見
栄 え が 向 上 す る と と も に 、 壁 内 部 へ の 雨 水 の 浸 入 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 の よ う に 、 タ イ ル 厚 さ と 基 台 の 厚 さ の 差 に よ っ て 生 じ る 、 基 台 と タ
イ ル 下 地 と の 隙 間 、 及 び 基 台 と 取 付 け 台 と の 隙 間 を 封 止 し う る 厚 さ の 第 １ 、 第 ２ の 水 密 材
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を 使 用 す る と 、 取 付 け 台 が タ イ ル 表 面 に 密 着 し て 固 着 さ れ る た め 、 外 観 が 向 上 す る と と も
に 、 壁 内 部 へ の 雨 水 の 浸 入 を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 、 図 示 例 と と も に 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 タ イ ル
仕 上 面 の 電 気 機 器 取 付 構 造 １ は 、 タ イ ル 仕 上 げ さ れ る 壁 Ｗ に 対 し て 電 気 機 器 ６ を 取 付 け る
た め に 採 用 さ れ る も の で 、 タ イ ル 下 地 面 ３ に 直 接 固 着 さ れ る 基 台 ４ と 、 こ の 基 台 ４ に 固 着
さ れ る 取 付 け 台 ５ と 、 電 気 機 器 ６ と を 具 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 壁 Ｗ に は 、 玄 関 、 勝 手 口 周 囲 の 外 壁 の ほ か 、 門 を 構 成 す る 壁 体 、 浴 室 、 厨 房 、 洗 面
所 な ど の 水 廻 り ス ペ ー ス の 壁 も 含 ま れ る 。 そ し て タ イ ル 下 地 面 ３ は 、 こ の 壁 Ｗ を 構 成 す る
壁 板 、 或 い は モ ル タ ル 仕 上 げ な ど の 外 表 面 に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た こ の 壁 Ｗ は 、 意 匠 性 向 上 の た め 、 及 び 防 汚 性 、 防 水 性 の た め に タ イ ル 仕 上 げ さ れ る
。 こ の 仕 上 げ に は 、 定 形 で 矩 形 状 の タ イ ル ２ が 使 用 さ れ る 。 ま た こ の タ イ ル ２ と し て は 、
小 口 平 、 二 丁 掛 、 三 丁 掛 、 四 丁 掛 な ど の 長 矩 形 の タ イ ル 、 １ ０ ０ 角 、 ２ ０ ０ 角 な ど の 正 方
形 状 の タ イ ル が 含 ま れ る が 、 異 形 状 、 乱 形 の タ イ ル は 使 用 さ れ な い 。 ま た そ の 材 質 と し て
は 、 吸 水 率 の 低 い 磁 器 質 の も の 、 又 は 十 分 に 焼 き し め ら れ た せ っ 器 質 の も の が 用 い ら れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て こ れ ら タ イ ル ２ は 、 前 記 タ イ ル 下 地 面 ３ の 上 に 縦 横 に 並 べ て 配 置 し 、 図 １ に 示 さ
れ る 馬 踏 み 目 地 の ほ か 、 た て 馬 目 地 、 通 し 目 地 、 た て 芋 目 地 な ど を 構 成 し て 割 付 け さ れ 、
か つ タ イ ル 接 着 剤 、 モ ル タ ル な ど を 用 い て タ イ ル 下 地 面 ３ に 貼 着 さ れ る 。 な お 方 形 の タ イ
ル を 斜 め に 配 し た や は ず 張 り な ど の 配 置 は 除 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 基 台 ４ は 、 矩 形 の 厚 板 状 を な す 。 ま た 本 形 態 の 基 台 ４ は 図 ２ 、 ４ に 示 す よ う に 、 縦
に 長 い 基 板 部 ２ １ と 、 そ の 両 側 縁 が 裏 側 へ 直 角 に 折 れ 曲 が っ た 側 板 部 ２ ２ 、 ２ ２ と 、 上 下
縁 か ら 裏 側 へ 直 角 に 折 れ 曲 が っ た 上 板 部 ２ ３ 、 下 板 部 ２ ４ と を 含 む 薄 箱 体 ２ ５ に よ り 形 成
さ れ る 。 そ し て こ の 薄 箱 体 ２ ５ は 、 双 方 の 側 板 部 ２ ２ 、 ２ ２ の 後 端 か ら 各 々 外 側 へ 小 長 さ
で の び る 外 フ ラ ン ジ ２ ６ と 、 上 板 部 ２ ３ 、 下 板 部 ２ ４ の 後 端 か ら 各 々 内 側 へ 小 長 さ で の び
る 内 フ ラ ン ジ ２ ７ と が 形 成 さ れ る 。 し か も 外 フ ラ ン ジ ２ ６ 及 び 内 フ ラ ン ジ ２ ７ は 同 一 面 上
に 配 さ れ る た め 、 基 台 ４ が タ イ ル 下 地 面 ３ 上 に 安 定 し て 固 着 さ れ る 点 で 好 ま し い 。 ま た 基
板 部 ２ １ に は 、 四 隅 に 螺 孔 ２ ９ が 形 成 さ れ 、 他 方 外 フ ラ ン ジ ２ ６ の 上 下 端 部 に は 通 孔 ３ ０
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 基 台 ４ は 、 そ の 上 下 の 外 形 寸 法 Ｌ Ｖ １ が 前 記 タ イ ル ２ の 上 下 寸 法 の 整 数 倍 の 大 き さ
に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 本 形 態 で は 、 二 丁 掛 の タ イ ル ２ （ ２ ２ ７ × ６ ０ ｍ ｍ ） が 使 用 さ れ る
た め 、 そ の 上 下 寸 法 （ ６ ０ ｍ ｍ ） の ２ 倍 で あ る １ ２ ０ ｍ ｍ の 大 き さ に 形 成 さ れ る 。 勿 論 、
１ 倍 の ６ ０ ｍ ｍ 、 或 い は ３ 倍 の １ ８ ０ ｍ ｍ の 基 台 ４ を 用 い る こ と も で き る 。 他 方 図 ２ 、 ３
に 示 す よ う に 、 本 形 態 の 基 台 ４ は 、 前 記 タ イ ル ２ の 厚 さ と 略 同 厚 さ に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 前 記 薄 箱 体 ２ ５ の 基 板 部 ２ １ の 中 央 に は 、 縦 長 の 配 線 開 口 ８ が 形 成 さ れ る 。 こ の 配
線 開 口 ８ は 、 タ イ ル ２ の 割 付 け に 合 わ せ て 基 台 ４ を 配 置 す る 時 、 タ イ ル 下 地 面 ３ か ら 延 出
す る 導 線 ７ が 無 理 な く 挿 通 で き る 大 き さ に 形 成 さ れ 、 上 下 方 向 の 寸 法 Ｌ Ｖ ２ が 、 例 え ば ３
０ ～ １ ２ ０ ｍ ｍ 程 度 、 好 ま し く は ５ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ 、 本 形 態 で は ７ ５ ｍ ｍ と し 、 横 方 向 の
寸 法 Ｌ Ｈ は 、 例 え ば ２ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 、 好 ま し く は ３ ５ ～ ７ ５ ｍ ｍ 、 本 形 態 で は ５ ０
ｍ ｍ と し て い る 。 さ ら に 前 記 配 線 開 口 ８ の 周 縁 に は 、 後 側 に 向 け て 断 落 ち し た 環 状 受 部 ２
８ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 基 台 ４ は 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ ス チ レ ン 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹
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脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） な ど の 熱 可 塑 性 樹 脂 を 使 用 し 、 押 し 出 し 成 形
、 ブ ロ ー 成 形 、 射 出 成 形 な ど の 成 形 方 法 を 用 い て 製 造 さ れ る 。 ま た 炭 素 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼
、 合 金 鋼 を 含 む 鉄 鋼 材 料 、 或 い は ア ル ミ ニ ウ ム 、 真 鍮 、 銅 、 チ タ ン な ど の 金 属 材 料 を 用 い
て プ レ ス 成 形 方 法 に よ っ て 製 造 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 形 成 さ れ た 基 台 ４ は 、 図 １ 、 ３ に 示 す よ う に 、 予 め 壁 下 地 板 ３ １ を 挿 通 し て
タ イ ル 下 地 面 ３ か ら 延 出 す る 導 線 ７ を 前 記 配 線 開 口 ８ を 通 し て 外 部 に 延 出 さ せ た 位 置 に 配
置 す る と 共 に 、 前 記 外 フ ラ ン ジ ２ ６ の 通 孔 ３ ０ に 挿 通 し た ビ ス な ど の 固 着 具 ３ ６ を 壁 下 地
板 ３ １ へ ネ ジ 込 む こ と に よ り 固 着 さ れ る 。 こ の と き 、 基 台 ４ の 上 下 外 形 寸 法 Ｌ Ｖ １ が 、 タ
イ ル ２ の 上 下 寸 法 の 整 数 倍 （ 本 形 態 で は ２ 倍 ） の 大 き さ に 形 成 さ れ る と と も に 、 配 線 開 口
８ は 導 線 ７ の 通 過 位 置 を 調 整 し う る 充 分 な 大 き さ を 有 す る こ と か ら 、 基 台 ４ を 配 置 す る 割
り 付 け の た め 、 タ イ ル ２ を 上 下 方 向 の 中 間 で 切 断 す る 必 要 が な い た め 、 仕 上 が り の 見 栄 え
を 向 上 で き る と と も に 、 施 工 性 に 優 れ る 。 な お 図 ５ の （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） は 、 各 々 異 な る
導 線 ７ の 位 置 に 対 応 し て 、 基 台 ４ の 位 置 を 上 下 左 右 両 方 向 に 調 整 す る こ と に よ っ て 、 上 下
の 横 目 地 間 に 基 台 ４ を 納 め た 種 々 の 配 置 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 取 付 け 台 ５ は 、 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 、 略 圧 板 状 を な す と と も に 壁 面 方 向 に お い て
基 台 ４ よ り も 一 回 り 大 き く 形 成 さ れ 、 前 面 の 略 中 央 に 電 気 機 器 ６ を 取 付 け る 支 持 部 ３ ２ を
突 設 す る と と も に 、 四 隅 に 取 付 け 孔 ３ ３ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 取 付 け 孔 ３ ３ に 挿 通 さ れ
る ビ ス な ど の 固 着 具 ３ ４ を 、 前 記 基 台 ４ の 螺 孔 ２ ９ に 螺 入 す る こ と に よ り 取 付 け 台 ５ を 固
着 す る 。 こ の と き 、 基 台 ４ よ り も 一 回 り 大 き く 形 成 さ れ た 取 付 け 台 ５ が 、 基 台 ４ を 覆 う こ
と に よ り 基 台 ４ と タ イ ル ２ の 間 の 隙 間 が 隠 れ る た め 、 外 観 を 向 上 で き る と と も に 、 そ の 隙
間 に 雨 水 が 直 接 降 り か か る こ と を 防 止 す る た め 、 雨 水 が 壁 内 部 へ の 浸 入 を 阻 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 の 如 く 、 基 台 ４ は タ イ ル ２ の 厚 さ と 略 同 厚 さ を 有 す る た め 、 基 台 ４ を 覆 っ て 固 着 さ
れ る 取 付 け 台 ５ は タ イ ル ２ の 表 面 に 沿 っ て 載 置 し た 状 態 で 隙 間 な く 取 付 け ら れ 、 そ の 結 果
見 栄 え が 向 上 す る と と も に 、 壁 内 部 へ の 雨 水 の 浸 入 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 形 態 で は 更 に 図 ２ 、 ３ に 示 す よ う に 、 基 台 ４ の 外 フ ラ ン ジ ２ ６ 及 び 内 フ ラ ン ジ ２ ７ と
タ イ ル 下 地 面 ３ と の 間 に 第 １ の 水 密 材 ９ を 介 装 す る と と も に 、 配 線 開 口 ８ の 周 縁 の 環 状 受
部 ２ ８ と 取 付 け 台 ５ と の 間 に 第 ２ の 水 密 材 １ ０ を 介 装 し て い る 。 こ れ ら 水 密 材 は 、 ク ロ ロ
プ レ ン ゴ ム ( Ｃ Ｒ ） 、 ス チ レ ン ・ ブ タ ジ エ ン ゴ ム （ Ｓ Ｂ Ｒ ） 、 イ ソ プ レ ン ゴ ム （ Ｉ Ｒ ） を
含 む ゴ ム 、 ス チ レ ン 系 ・ オ レ フ ィ ン 系 ・ ウ レ タ ン 系 ・ ポ リ エ ス テ ル 系 そ の 他 の 熱 可 塑 性 エ
ラ ス ト マ ー 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 （ Ｅ Ｖ Ａ ） な ど の 弾 性 材 、 ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー
ム 、 ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム 、 硬 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム 、 発 泡 フ ェ ノ ー ル な ど の 発 泡 樹 脂 を 用
い て 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 第 １ 、 第 ２ の 水 密 材 ９ 、 １ ０ を 配 す る と 、 基 台 ４ の 配 線 開 口
８ の 内 部 の 水 密 状 態 が 維 持 さ れ る た め 、 タ イ ル 下 地 面 ３ に 形 成 さ れ た 導 線 挿 通 用 の 配 線 孔
か ら 、 雨 水 が 壁 内 部 へ 浸 入 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 基 台 ４ が タ イ ル ２ よ り も 厚 く 形 成 さ れ る と 、 取 付 け 台 ５ が 押 し 上 げ ら れ る 結 果 、 タ イ ル
２ 表 面 と の 間 に 隙 間 を 生 じ て し ま う 。 そ こ で 基 台 ４ は タ イ ル ２ よ り も や や 薄 く 形 成 す る こ
と が 望 ま し い 。 し か し こ の 場 合 に は 逆 に 、 タ イ ル 下 地 面 ３ と 基 台 と の 間 、 及 び 基 台 ４ と 取
付 け 台 ５ と の 間 に 隙 間 が 生 じ る 。 そ こ で 本 形 態 で は 、 第 １ 、 第 ２ の 水 密 材 ９ 、 １ ０ の 厚 さ
の 合 計 を 、 前 記 タ イ ル ２ の 厚 さ と 基 台 ４ の 厚 さ に 差 に 合 わ せ て 形 成 し て い る 。 そ の た め 、
取 付 け 台 ５ は タ イ ル ２ の 表 面 に 密 着 し て 固 着 さ れ 、 外 観 が 向 上 す る と と も に 、 壁 内 部 へ の
雨 水 の 浸 入 を 防 止 で き る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 図 ６ に 示 す よ う に 、 厚 手 の タ イ ル ２ を 採 用 し た 場 合 に は 、 前 記 隙 間 は そ の 分 大 き く
な る 。 し か し 本 形 態 で は 、 こ れ に 対 応 し て 厚 さ の 大 き な 第 ２ の 水 密 材 １ ０ を 使 用 す る こ と
に よ り 、 隙 間 を 封 止 し て 水 密 性 を 維 持 し て い る 。 こ の よ う し て 、 厚 さ の 異 な る タ イ ル ２ を
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使 用 し た 場 合 に も 、 第 １ 、 第 ２ の 水 密 材 ９ 、 １ ０ の 厚 さ の 調 整 に よ り 、 隙 間 発 生 を 防 止 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 電 気 機 器 ６ は 、 本 形 態 で は 防 犯 用 の 監 視 カ メ ラ ３ ５ が 例 示 さ れ 、 そ の 後 端 部 が 前 記
支 持 部 ３ ２ に 支 持 さ れ 、 前 面 の レ ン ズ を 監 視 す る 方 向 に 向 け て 取 り 付 け ら れ て い る 。 電 気
機 器 ６ と し て は 、 照 明 器 具 、 ア ン テ ナ 、 イ ン タ ホ ン な ど 各 種 の も の が 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 尚 、 叙 上 の 説 明 は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 例 示 し た も の で あ る 。 従 っ て 本 発 明 の 技 術 的 範
囲 は こ れ に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な く 、 前 記 し た 実 施 の 形 態 の 他 に も 、 各 種 の 変 形 例 が
含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 例 示 す る 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 そ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 そ の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 そ の 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） は 、 各 々 異 な る 基 台 の 配 置 を 例 示 す る 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 は 他 の 実 施 形 態 を 例 示 す る 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 １ 　 　 　 タ イ ル 仕 上 面 の 電 気 機 器 取 付 構 造
　 　 ２ 　 　 　 タ イ ル
　 　 ３ 　 　 　 タ イ ル 下 地 面
　 　 ４ 　 　 　 基 台
　 　 ５ 　 　 　 取 り 付 け 台
　 　 ６ 　 　 　 電 気 機 器
　 　 ７ 　 　 　 導 線
　 　 ８ 　 　 　 配 線 開 口
　 　 ９ 　 　 　 第 １ の 水 密 材
　 １ ０ 　 　 　 第 ２ の 水 密 材

10

20

30

(6) JP 2007-209067 A 2007.8.16



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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